
南多摩医療圏で、保健所における
新型コロナ対策業務の支援活動を
大学と連携して組織的に展開しま
したので、紙上にて発表させてい
ただきます。

この支援活動は、災害医療ワーキ

ンググループ（WG）の活動の一環

でありますが、同圏内の大学との

連携を行ったことが特徴的です。

新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染者数の推移と

本支援活動の活動期間について示

しました。

南多摩保健所における新型コロナ対策業務を支援した
災害医療ワーキンググループおよび大学の取り組み

平田尚人 1、5)、 鈴木健介 2、5)、張替健 3、5)、北野信之介 4、5)、郡 愛 2、5)、久野将宗 4、5)

1 東京薬科大学薬学部、2 日本体育大学大学院保健医療学研究科、3 社会福祉法人三祉会公益事業部、

4 日本医科大学附属多摩永山病院救命救急センター、5 南多摩医療圏災害医療ワーキンググループ

背景と目的
• 新型コロナウイルス感染症（ COVID-1 9 ） では， ο（ オミ クロン） 株による
感染者数が202 2年1月中旬ごろから急激に増加し ， 保健所業務は一気に逼
迫し た．

• そこで， 南多摩保健医療圏災害医療ワーキンググループ（ 以下， W G） は，
南多摩保健所におけるCOVID-1 9対策業務の支援チームを構築し た．

• 支援チームには， 南多摩医療圏の医療機関や大学に所属する医療従事者およ
び教員からなるW Gに加え， 教員が所属する日本体育大学および東京薬科大
学の学部生・ 大学院生をメ ンバーに加えた．

• また， 202 2年9月までの支援活動について， 活動に参加し た支援者の意識
変化を把握する目的で， アンケート 調査を実施し た．

• 本発表では， W Gと 大学が連携し た保健所業務の支援活動と その活動内容，
支援者側の意識変化について報告する．
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支援活動開始までの時系列
2 0 2 2年 1月中旬

オミ クロン株による感染者数が急速に増加し 保健所業務が短期間で逼迫．

活動内容 目的

1月21日 近接する日本医大多摩永山病院のW Gメ ン
バー（ 久野医師ら） が， 東京都南多摩保健所
の新型コロナ対策業務について現状を視察

業務内容の概要と 現
状の把握

1月25日 W Gにて保健所業務の支援方法を協議 支援の必要性検討

1月27日 W Gコアメ ンバーによる支援を開始 現場でのニーズ把握

2月3日 W Gメ ンバーと保健所の各部署担当責任者と
のミ ーティ ング

当面の優先的ニーズ
と支援方法の再検討

COVID-19療養患者への対応と保健所の役割
自宅療養 宿泊療養・酸素ステーション

トリアージ

保健所

開業医
かかりつけ医

オンライン診療・処方等

入院治療

健康観察

入院調整
搬送先調整

療養状況
確認

高齢者施設・介護施設等

クラスター発生施設
疫学調査

濃厚接触者特定

発生届

急激な保健所業務の逼迫
➔業務支援チームを結成

南多摩災害医療ワーキンググループ
日本体育大学・東京薬科大学

受理
代行入力

療養情報入力
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ワーキンググループ（WG）のメン
バー構成と活動内容について示し
ます。

本活動は第6波の感染者数が急増

し始めた2022年1月下旬より展開

し、南多摩保健所の現状把握と

ニーズの検討から開始しました。

COVID-19は支援活動の開始時点で

感染症法上の2類相当のため、そ

の対応に当たる保健所の業務は多

忙を極めます。

支援チームには31名の医療関係者
と学生が参加しました。その内訳
について示します。

南多摩医療圏災害医療
ワーキンググループ（WG）の概要

W Gの構成と活動内容

• 東京都南多摩医療圏（ 八王子市， 多摩市， 町田市， 日野市， 稲城市） における救急・ 災害医療体制
の充実や研修体制の整備を目的と して， 同圏内の医療従事者および行政・ 保健所・ 消防関係者等の
メ ンバーで構成．

• 月1回の定期ミ ーティ ング（ コロナ以降はオンライン） ， 救急・ 災害医療関連の訓練および研修会
へ協力や企画運営， 医療圏内救急搬送システムの開発， 災害ボランティ ア活動の支援などを展開，
平時から密接な情報交換と 活動を通して， 顔の見える関係づく り に力を入れている．
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支援メンバー（31名）の内訳

支援業務のう ち， 感染リ スクが伴う クラスタ ー発生施設への疫学調査は， 教職員または大学院生

（ 医療従事者免許の有資格者） のみと した． データ 入力作業については学生を中心に稼働させ，
教員および大学院生は作業の進行管理（ リ ーダー役） や支援人数の調整を行った． なお， 今回の

活動は無償ボランティ アと はせず， 東京都非常勤職員と して身分を明確化した．



支援活動のイメージです。

本活動の組織と体制を災害医療の

基本原則であるCSCAに当てはめる

とこのようになります。

支援活動は、保健所業務の逼迫状況をみながら、9月末まで活動を継続しました。この間の業務内容や

業務内容の調整、シフト管理は教員またはリーダー役の大学院生が担いました。

CSCAについて

C
統制と 役割分担

活動全体の総括（ 久野医師） ， 保健所と の連絡・ 意思疎
通（ 張替） ， 支援業務の進行管理と 調整（ 鈴木・ 平田）

S
安全管理

支援者の基本的な感染対策の実施， 学生・ 大学院生の体
調管理等は大学教員が中心にfo llow

C
情報共有と 連絡手段

Goog leフ ォームでのシフト 管理， LINEおよびメ ールで
の業務報告と 申し 送り （ 情報共有）

A
業務内容の検証

週1回の合同ミ ーティ ング（ 保健所+W G） にて， 活動報
告と 問題点の抽出， 今後の方針について定期的に検討

入院調整担当

ホテル療養担当

クリニック
療養担当

クラスター担当

健康観察担当

保健所業務支援チームの内訳
• 南多摩災害医療ワーキンググループ

医師・薬剤師・看護師・救急救命士・臨床工学技士
など

• 日本体育大学保健医療学部・東京薬科大学薬学部の
教員・大学院生（救急救命士・薬剤師）・学部生

保健所業務
支援チーム

• データベース入力
• 療養状況確認の補助
• クラスター発生施設調査補助

支援チーム

支援業務の活動人数および活動時間の推移
（集計期間︓2022年 1/27〜9/30）

支援活動は主に第6波のピークで
ある2月から 3月にかけて集中的
に実施さ れた．
4月以降は週末に多数の学生を動
員し て集中的な入力作業を実施
し ， 施設調査については必要時
に要員を手あげ方式で募集し た．

• 登録参加者 31名
• 延べ活動人数 22 5 名

• 総活動時間数 1 ,5 9 2 時間
• クラスタ ー発生施設疫学調査

への同行 11回

（全国の感染者数・死者数）

支援チームの参加人数および活動時間数

活動人数 活動時間
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従事した人数から算出した主な支
援業務内容の内訳です。

今回のように、速やかな支援体制

の構築や、ニーズに応じた柔軟な

対応には日頃からの関係づくりが

極めて重要であることが改めて証

明されました。

発表は以上です。ありがとうござ

いました。

まとめと考察

• 今回， 新型コロナ対策の保健所業務支援活動において， 平時から南多摩医
療圏で活動を展開し ているW Gと 大学が連携し て速やかな支援体制が構築
できた．

• 活動開始後も保健所の逼迫状況に応じ た柔軟な活動が展開できたと 考える．

• 今回の経験を踏まえ， 新たな感染者急増や他のパンデミ ッ クに対し て， 保
健所等の対応拠点に人的資源を臨機応変に派遣できる仕組みづく り が重要
であると 痛感し た．

• 特に医療系学生の場合は， 支援活動が自身の医療従事者と し てのキャリ ア
デザインの構築， 社会貢献や多職種連携の重要性を認識するきっかけにも
なり ， 教育的にも優れた効果のある活動であると考えられる．

主な支援業務の内容と業務量について
業務内容 従事割合（ 重複あり ）

• 療養経過等の情報入力・ データ ベースの情報整理 7 8 .6％

• 発生届関連（ HER-SYS代行入力の補助等） 6 4 .3％

• クラスタ ー発生施設の立ち入り 調査・ 議事録および報告書作成 2 5％

• 手書きファ イル・ リ スト 等への記入と 整理 2 1 .4％

• 所内管理のExcelフ ァ イル等のデータ 管理ツールの作成・ 整備 1 4 .3％

• 電話連絡の補助（ 発症日確認・ 体調確認・ 医療機関への確認等） 1 4 .3％

• 活動方針への助言や情報提供等 1 4 .3％

• その他支援活動の継続に必要な業務

• 支援メ ンバーのシフト 調整・ 勤怠管理等

• 支援者の業務マニュアル（ 手順書） の作成

7 .1％

3 .6％

支援活動の教育的な効果を見るた
めにアンケート調査を実施しまし
た。

特に医療系学生にとっては、自身
のキャリアデザインを考える上で
貴重な経験となり、支援者にとっ
ても有益な活動であったことも示
されました。

支援者側の教育的効果

• 今回の支援活動に参加し た医療系学生に
とっては， 自身のキャリ アデザイン構築
や実際の現場で学ぶこと が大変貴重な経
験と なったこと が伺える．

支援者側へのアンケート調査（教育的効果）

• 今回はW Gと 大学と 連携し た支援活動
で， 多く の学部生や大学院生が活動に
参加し た．

• 支援者に対する教育的効果を検証する
目的でアンケート 調査を実施し た．
有効回答数（ 28名/3 1名中， 90 .3％）

• 医療系の学生であるため， 支援活動に
より 自身の医療従事者と し てのキャリ
アデザインの構築、 社会貢献や多職種
連携の重要性を認識すること に役立っ
たと の意見が多く 聞かれた．

支援活動を通して理解が深まった事項は何ですか。（複数回答可）

コロナ対策における保健所の役割と業務全般
陽性患者のトリアージ方法
療養方法の種類と運用
陽性患者の臨床経過や健康観察
療養・隔離期間の基準、濃厚接触者の定義等
クラスター施設立ち入り調査の実際
コロナ関連データ管理システムの構成と運用
保健所業務の大変さ

支援活動を通して得られたものは何ですか。（複数回答可）

進路選択の参考になった
社会貢献の重要性を認識した
医療従事者としての心構えを養うことができた
多種職連携・チームワークの重要性を認識した
リーダーシップを養うことができた
モチベーションが向上した
あまり得るものはなかった
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14(50.0 % )
13 (46.4 % )
13 (46.4 % )
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